
暮らし応援の予算実現 

給食費無償化は全国の流れ 

５年で７６⇒２５４自治体に 
大山崎町、まずは中学校から 
 中学生はクラブなども始まり教育費の負担が

大きくなります。小学生から始めると今の中学生

は恩恵が受けられません。小学生はやがて中学

生になるので、まずは中学校から進めます。 

公民館建て替え 

 

 
 
  

子どもの医療費  
シルバー人材センター 時給９１０円⇒９７０円 
高齢者へのバス定期券購入補助 

防犯カメラ設置 

町立保育所電子錠設置 

民間保育園一時保育事業補助拡充 

プラごみ回収箇所の拡充 

財源は十分あります 
給食費無償化は予算の 0.3％ 

自民党などは、中学校給食の無償化に「財源の見通しがな

い」「受益者負担の観点から本当に必要か」「国がやるまで待つべ

き」などと主張しました。 

大山崎町は、前川町政のもと、若い人の転入で人口が増

え、財政が大きく好転しています。町の貯金(基金)は約８

億円から２２億円に増えました。 

中学校給食無償化のための予算 

は 2250 万円で、予算全体の 0.3％ 

です。十分やっていけます。 
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議員団公式ライン 

日本共産党だけが賛成 
日本共産党議員団は、「給食費無償化は子育

て世帯の教育費支援として全国的に広がっており

必要です」と主張しましたが、自民党などが修正削

除したため４月からの無償化ができなくなりました。 

豊かな実績・くらし応援 
☆保育所待機児童ゼロ継続 
保育所入所児童 

2018 年 422 人⇒2023 年 647 人 

☆うぐいす号の利用者大幅増 
令和３年度  5,683 人 

令和４年度 13,524 人（２月末現在） 

中学校給食費無償化 

みやびヒルズからの通学路建設も 

「一部住民の声」と切り捨てて削除 
 PTA から安全な通学路を要望されていた鳥居

前配水池からの通学路建設も削除されました。 
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パートナーシップ制度の導入に関する陳情 
 委員会では「憲法に抵触する」として反対していた自民

党が、本会議では賛成して全員賛成で採択されました。 


